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俳 句

ス
ク

ッ
と
立

つ

気
合

い
入
薇
た
る

茉
山
子
あ
り

若

葉

『福
祉
避
難
所
」
を
知
っ
て
い
ま
す

副
実
行
委
員
長
　
小

坂

義

ま
た
、
今
年

に

入

っ
て

「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」

の
登
録
書
類

が
送

ら
れ

て
き
た
方

も

多

い
の
で
は
な

い

だ

ろ
う
か
。
詳
細

は
２
面

の
案
内
資

料

を
参
考

に
し

て

頂
き
た

い
が
、

こ

の
名
簿

に
掲
載
さ

れ
た
か
ら
と
言

っ

て
決

し

て
安
全

な

訳
で
は
な

い
。
研
修
会

で
も
言
わ
れ
た

よ
う
に
、

こ
の
名
簿

の
活
用
方
法
は
ま

だ
決
ま

っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
多

く
の
所
に
配
布
さ
れ
た
名
簿
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す

る
か
は
各
団
体

で
考
え
、

良

い
活
用
方
法
が
あ

っ
た
ら
共
有
し
て

欲
し
い
と
さ
え
講
演

で
言
わ
れ
た
。
当

協
会
に
も
名
簿
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

個
人
情
報
を
伴
う
も

の
な
の
で
慎
重
に

扱
う
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
活
用
方
法

を
是
非
検
討
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

講
演
を
聞

い
て
改
め
て
考
え
る
と
、

ク
自
助
″
に
続
く

ク共
助
″
に
は
日
頃
の

近
所

（
町
内
や
隣
組
等
）
と
の
付
き
合

い
が
大
切
で
あ
る
と
実
感
す
る
。

講
演
後
、
櫻
井
実
行
委
員
長

の
挨
拶

で

「
福
祉
研
修
会
」
は
無
事
終
了
し
た
。

例
年
な
ら
ば
第
３
部

の
懇
親
会

で
親

睦
を
図
る
の
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
感
染
者

数
が
減
ら
な
い
中
、
参
加
記
念
品
を
手

に
各

々
が
家
路
に
就

い
た
。

長
年
利
用
し
て
き
た

「
ホ
テ
ル
ル
ビ

ノ
京
都
堀
川
」
も
来
年
３
月
で
閉
館
が

決
ま
り
、
来
年
２
月
５
日
の

「新
春

の

つ
ど

い
」
が
、
ル
ビ

ノ
で
の
最
後

の
イ

ベ

ン
ト
と

な

る
。
来
年
度

か
ら
ど

こ

で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
開
催
さ
れ
る

か
は
未
定
だ
が
、

コ
ロ
ナ
が
当
協
会

の

行
事
に
ま
で
影
響
し
て
い
る
事
は
、
間

違

い
な

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

去

る
８
月
７
日
、
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京

都
堀
川
に
お
い
て

「
令
和
４
年
度
　
福

祉
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
１０
時
３０
分
、
下
村
理
事

の
司
会

で
始
ま
り
、
黙
祷
に
続

い
て
大
江
理
事

長
が

「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
昨
年
に
続
き
無

事
開
催
出
来
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
己

と
挨
拶
。
続

い
て
来
賓

の
京
都
市
障
害

福
祉
推
進
室

・
栗
山
剛
社
会
参
加
推
進

課
長
補
佐
、
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
谷
淵
哲
事
務
局
次
長
、
京
都
市
身
体

障
害
者
団
体
連
合
会

…
大
泉
清
貴
事
務

局
長
に
ご
祝
辞
を
頂

い
た
。
最
後
に
主

催
者
と
し
て
理
事
全
員
を
紹
介
し
て
第

１
部
は
終
了
し
た
。

第
２
部

の
講
演
は
、
京
都
市
保
健
福

祉
局
保
健
福
祉
総
務
課

・
平
田
志
津
衣

防
災
担
当
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
「福
祉

避
難
所
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
～
役
割
・

入
所

の
流
れ
，
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

「福
祉
避
難
所
」
と
い
う
言
葉
は
知

っ

て
い
て
も
、
そ
の
利
用
方
法
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な

い
。
な
か
に
は
直
接
「
福

祉
避
難
所
」

へ
行
け
る
と
思

っ
て
い
る

人
も

い
る
。
し
か
し
京
都
市

で
は
平
成

２８
年

の
熊
本
地
震

の
際
多
く

の
人
が
近

く

の

「
福
祉
避
難
所
」
に
押
し
掛
け
、

「福
祉
避
難
所
」
の
機
能
が

マ
ヒ
し
た
事

を
教
訓
と
し
て
、　
一
旦
全
員
地
域

の
避

難
所
に
避
難
し
た
後
、
「福
祉
避
難
所
」

で
し
か
生
活

で
き
な

い
方

の
み
を
移
動

す
る
事
に
な

っ
て
い
る
。
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令和 4年 10月 1日 きょうと 身障の福祉 第 360号 (2)

機

まずは最覆守る臨めに,

学校などの摯鑢機鸞瞳繭ヘ

避難してください。

―磯舎選饉爾〔
=お
しヽて爆鶴覇等の

鰹農蒻量簿』置駄鶴瞬翼 1慧纏づき

饗入鍾難彗権滲鷺 します。
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福祉避難所観 発災後,施設の安全点検や開設の準備
等を行つたうえで,体制が整つた施設から.順次受入を
開始することを基本としています.

そのため,ま ずは命を守るために、地域の集合場所に

参集のうえ`学校などの一般の避難所へ避難してくださ
い。(福祉避難所への避難の流れは裏面をこ覧ください。,

要配慮者のうち高齢者や障害のある方,妊産婦など,避

難生活において囀蒸t薫驚鐵密必髪な夕機霧で、介護保険施

設や医療機関などに入所・入院するに至らない程度の方が

対象です。

趙贔2曰鯰:ゲポはI曖邊捩隧と票醤ヅ翼慮
(11:』

菫」轟●T避
難生活を送るこ

鰊

高齢者福祉施設,障害者福祉施設 .

大学・看護系大学など

ど ん な と こ ろ に 提 供 さ れ る の ?

地域 包括支援 センター .障害者地域生活支援セ ンター.障 害者福
祉団体 .各学区民 生児童委員協議 会 ,各学 区社会福祉協議会 .地 1・糞

で避難行動等 において中心的な役 割を担 う団体 (学区単位の 自主防

災会 など)に提供 されます。
ヽこの他 個人嬌報の取扱いに関する協F,結ム

=1■
体に提供する場合があ |,■ す.

提 供 した 個 人 情 報 の 取 扱 い は ?

特露嘗筆露こ慮を,:彗奎:ます場海

‐́福祉スペース ー般′
',:'難
所において,配慮が必要な方のために設置されるスベース

どん な 内 容 が 登 載 さ れ る の '

住所,氏名.性別,生年月日,電話番号,身体の状態 (介護度や
障害支援区分 ,障害者手帳の種類等 ).暮 らしの状態 (独居等 )
世帯主の氏名,緊急連絡先などが提供されます。

驚,鰻斃鰺など

地 域
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避難行動

要支援者

慶琴嚢  名簿を提供する全ての団体と,こ の活動の目的以外に情報を使用
鶴基要 し在量二とや厳格な情頭竃理菱二:三憂:だ協定を再藉 します。情報あ

提供を受けた方は.災害対策基本法及び本市条例により守秘義務が
課せられます。

0名簿情報の提供に関する調査

讐
纏 醸 纏 鶴 轡 饉 鰯 輔

攣騨議螂―攣総鬱
0意思表示(「同意」又は「不同意1)

災害時の遷難に支援が必要な方 (避案書動要支鬱彙金を奈載 した名簿です。

京都市 で は .『京都市運 饉行動露支援者名簿 の情報の提供等

'こ

関 する

条例」に基づき .お住 まい0地 域への情報提供 に同意いた だいた方 (=不同

意の意思を示 した方以外 )を 登載 した「避難行動警 支援者名簿」を作成 し ,

普段から地域でこの名簿を活用 して.支援を必要 とする方の把握,日頃から

の声掛けや見守り活動に役立てます .

また.運難行勤要支援者全員 を登載 した名

“

を行政で保管 し.災害
発生時には地域の途難所運営協議会等に提供できる体制を整えているほか

住所 .氏名などの基本情報のみを掲載 した名簿 を.厳格な守秘義務のもと
地域包括支援セ ンターや民生児童委員に提供 しています .

同意された方も,地域の方々と積極的に 3ミ ュニケーン ヨンを取 るよう
心掛けていただ くことが.い ざという時の安心につなが ります .
なお.災害時には,避難支援を行う方やそのご家族の安全が離 された
うえで,可能な範□ で支援 を行います。

ス支援を行 う方も校災 している可能性があり,速やかな避難支援が難 しい

市役所

一一一一0名簿の共有
災書時の避難支援等

場 合もあ ります

よ雫菫繊勢峰 より軽量の寄

命譲颯獲誌議十
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「避難行動妻支援者名簿」

とんな人 0(名簿に

載 つているの ,

●要介議 3以上の方
●65歳以上で要介護 1・ 2の方及び要支援 1・ 2の 方のうち .

一人喜らしの方など(※ )

。身体障害者手帳 1繊・ 2級の方及び療育手帳 A判定の方のう
=

一人喜 らしの方など(メ )

0障害支援区分 4以上の方
。本市の緊議 薇システム事業を利用されている方

●65歳以上で一人喜うしの方 (同 意のあつた方 )な ど
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(3)令和 4年 10月 1日 きょうと 身障の福祉 第 360号

一一一一一一靡
ク
や
あ
！

３
年
ぶ
リ
ク

山
科
区
　
本

下

文

男

令
和
４
年
９
月
８
日

（木
）
南
区
肢

体
障
害
者
協
会
、
山
科
区
身
障
連
合
会

が
合
同
で
、
社
会
参
加
訓
練
見
学
旅
行

が
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
七
波

の
感

染
予
防
を
気
に
し
な
が
ら
障
害
者
手
帳

健
康
手
帳
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
証
明
を
持
参
し
ま
し
た
。
当
日

ま
で
に
、
突
然
ギ

ッ
ク
リ
腰

で
歩
行
困

難

で
取
り
消
し
や
、
職
場
で
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
発
生
し
、
７
日
間
、
行
動
停
止

と
な
り
、
３７
名
参
加
予
定
が
３３
名
と
な

り
ま
し
た
。
リ
フ
ト
バ
ス
に
車

い
す
１０

台
を
積
み
出
発
し
ま
し
た
。
観
光
バ
ス

に
乗
車
す
る
と
、
最
初
の
掛
け
声
は

ク
や

あ
、
３
年
ぶ
り
、
元
気

で
し
た
か
？
ク

の
会
議

で
始
ま
り
、
バ
ス
中
が
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。

山
科
区
で
は
区

役
所

の
職
員
さ
ん

が
３
人
見
送
り
に

来

て
く
れ
ま
し
た
。

山
科
区
役
所
を
８
時
に
出
発
、
稲
荷

山
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
十
条
通
り
を
西

へ
…
…
南
区

の
集
合
場
所
、
九
条
御
前

の
ａ
ｕ
シ

ョ
ッ
プ
前
で
２１
人
が
乗
り
、

京
都
縦
貫
道

で
綾
部
ま
で
。

最
初

の
見
学
は
、
グ

ン
ゼ
博
物
館

で

バ
ス
を
降
り
る
と
目
前
に
色
と
り
ど
り

の
バ
ラ
の
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

社
員
さ
ん
の
説
明
案
内
を
受
け
て
、

子
供

の
頃
か
ら
、
下
着
は
グ

ン
ゼ
、
大

人
に
な

っ
て
も
、
今

で
も
下
着
は
グ

ン

前
号
で
お
伝
え
し
た

「第
２６
回
政
令

指
定
都
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
絡

協
議
会
」
は
、
地
域
を
跨

い
で
の
会
議

と
な
る
為
、
残
念
な
が
ら

″
書
面
決
議
ク

と
な

っ
た
。
各
都
市
か
ら
の

「
提
案
議

題
」
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

＊
協
議
事
項

１
．
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

の

交
付
対
象
を
上
肢
障
害
者
は
、
３

級
ま
で
に
見
直
し
て
い
た
だ
き
た

い

【札
幌
市
】

２
．
駐
車
禁
止
除
外
指
定
者
標
章

の

交
付
対
象
を
上
肢
障
害
者
は
、
３

級
ま
で
に
見
直
す
よ
う
要
望
す
る

【広
島
市
】

３
．
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

ゼ
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。

創
業
堵
い
い
波
多
野
鶴
音
氏

の
愛
し
た

言
葉

「
至
誠
」
を
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
で
見

ま
し
た
。
和
気
あ

い
あ

い
の
中
日
本
三

景
天
橋
立
に
到
着
、
駅
前

の

「
天
橋
立

ホ
テ
ル
」

の
大
広
間

へ
直
行
、
特
別
会

席
で
の
宴
会
で
す
。
「旬
の
丹
後
の
味
覚
」

を
充
分
に
味
わ
い
、
笑
顔
で
楽
し
い

一
時

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
に
、
智
恩
寺
本
堂
に
参
拝
し
ま
し

た
。　
一
日
で
も
早
く

コ
ロ
ナ
の
終
息
を

祈
り
な
が
ら
、
京
都

へ
向

っ
て
出
発
し

ま
し
た
。
南
区
の
集
合
場
所
と
山
科
区

役
所

へ
と
予
定
通
り
無
事
に
帰
宅

で
き

ま
し
た
事
に
ホ

ツ
と
し
て
い
ま
す
。

向
け
、
列
車

の
乗
降

回

と
ホ
ー
ム
の
段
差

・
隙

間
を
縮
小
さ
せ
る
部
材

の
取
付
け

【名
古
屋
市
】

４
．
障
が

い
者
、
高
齢
者
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
等
を
利
用
し
移
動
さ
れ
る
方

の
利
便
性
と
社
会
参
加

の
向
上
を

図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
主
要
駅
や
空
港
、

中
心
市
街
地
に
は
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用

の
方

が
優
先
的
に
利
用
で
き
る
タ
ク
シ

ー
乗
降
場
所

の
整
備
が
必
要
と
考

え
る

【福
岡
市
】

５
。
身
体
障
害
者
手
帳

の

「
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
第
１

種
身
体
障
害
者
」

に
対
す
る
割
引

を
、
現
在
の

「普
通
運
賃
」
「急
行

料
金
」
だ
け

で
は
な
く
、
「
特
急

料
金
」
「
座
席
指
定
料
金
」

に
も

適
応
し
て
頂
く
事
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
私
鉄
各
社
に
も
同
様

の
対

応
を
要
望
す
る

【京
都
市
】

６
．
公
共
交
通
機
関
に
対
す
る
障
害

者

割

引
制

度

に

つ
い

て
、
片

道

１
０
０
ｂ
超

の
制
限

の
撤
廃
を
要

望
す
る

【神
戸
市
】

＊
情
報
交
換

７
．
「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
」
交

付
の
等
級
緩
和
に
つ
い
て
【仙
台
市
】

８
．
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
証

制
度

（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ

ッ
ト

制
度
）
に
つ
い
て

【千
葉
市
】

こ
れ
ら
の

「
提
案
議
題
」

に
対
し
て

各
都
市
か
ら
の

″
承
認
と
不
承
認
ク
と

意
見
書
が
開
催
都
市

の
千
葉
市
に
送
ら

れ
、
そ
の
結
果
は
市
身
連
を
通
じ
て
報

告
書
が
送
ら
れ
て
く
る
予
定
だ
が
、
そ

の
内
容
は
ま
た
報
告
し
た

い
と
思
う
。

事
務
局
長
　
小

坂

義

夫

多
書
面
決
議
ク
と
な
る
！

本店/〒 600-8159京都市下京区烏丸通り正面上る
フリータ
゛
イヤル0120-27-9595・ FAX075-341-4128

創業229年 お仏壇仏具づくりただ一筋に

京仏壇京仏具・お仏具ご修復
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第 360号 (4)

音
色
は
風
に
乗

っ
て

ポ

ロ

ン

・
ポ

ロ

ン

・
ポ

ロ

ン

今
日
も
爪
弾
く
　

マ
イ
ウ
ク
レ
レ
で
…

小
さ
な
楽
器

の
　
小
さ
な
音
色

遠

い
島

の
、
遠

い
風
景
が

フ
ラ
ダ

ン
ス
を
踊
る

ま
た

「
お
い
で
よ
」
と
手
招
く
よ
う
に

今

の
生
活
は
息
が
詰
ま
り
そ
う
だ

自
分
ら
し
さ
の
暮
ら
し
を
置
き
去
り
に
、

日
々
は
過
ぎ

て
行
く

ウ
ク
レ
レ
教
室

の
仲
間
と
弾
く
練
習
曲
、

今
は
す
べ
て
が
日
本
語
版

本
格
的
な

ハ
ワ
イ
ア
ン
を
奏

で
た
時

に
、

風
さ
ん
、
調
べ
を
青

い
海

の
彼
方

へ
と

運
ん

で
い

っ
て
よ
ね

そ
し
て
、

い
つ
か
そ

っ
と
耳
打
ち
し
て

ほ
し

い

素

敵

な
島

の
招

待

状

の

こ
と

を

―

（数
年
前
、
山
科
身
障
会
館
の
ウ
ク
レ
レ
教

室
に
在
籍
し
て
い
た
頃
の
原
稿
で
す
。）

消

え

て
し

ま

っ
た
夢

運
動
神
経
が
鈍

い
方
な
の
で
、
子
供

の
頃
か
ら
自
転
車
に
乗
り
た
い
気
持
ち

は
あ

っ
た
が
、
強

い
て
乗
る
努
力
を
す

る
よ
う
な
事
は
し
な
か

っ
た
。

年
齢
と
共
に
足

の
状
態
が
悪
化

で
、

歩
行
困
難
が
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、

余
儀
な
く
車

の
免
許
取
得
で
救
わ
れ
て

来
た
。
然
し
、
ち

ょ
と
し
た
買
物

に
車

を
走
ら
せ
る
の
も
大
義

で
、
「自
転
車
に

乗
れ
た
ら

い
い
な
あ
」
と
思
う
に
至
り
、

意
を
決
し

て
自
転
車
を
購
入
。

山
科
川
沿

い
の
遊
歩
道

で
毎
日
練
習

を
始
め
た
。

補
助
輪
を

つ
け
た
五
十
代

の
お
ば

さ

ん
が
、
よ
う
や
く
走

れ

る
よ
う

に
な

っ

た
頃
、
遊
歩
道

の
終
点

の
先

に
見
え

る

ス
ー
パ
ー

ヘ
買
物

に
と
走

ら
せ
た
所
、

目

の
前

の
坂
道

で
自
転
車

が
ピ

タ
リ
と

動
か
な
く
な

っ
た

の
で
す
。

ど
ん
な

に
頑
張

っ
て
も
、

ペ
ダ

ル
が

回
転

し
な

い
Ｈ

そ
う
、
私

に
は

「
踏
ん
張

る
力
」

が

無

く
、
上

が

っ
た

ペ
ダ

ル
を
力
強
く
下

へ
踏

み
込
む
事

が
出
来

な

い
物
理
的
現

象
を
目

の
当

り

に
し
た

シ

ョ
ッ
ク
は
大

き
か

っ
た
。

車
は
足
先
だ
け

で
ア
ク
セ
ル
や
、
ブ

レ

ー
キ
を
操
作
す

る
為

に
苦
労

し
な

い
け

ど
、
自
転
車
は
腰

の
力

の
重
要
性
を
痛
感
。

「
お
使

い
は
自
転
車

に
乗

っ
て
…
…
」

と
歌
を

回
づ

さ

み
な

が
ら
、

風
を
受

け

て
走

り
た
か

っ

た

の
に
夢

は
消

え
ま
し
た
。

市
身
連
主
催

の

「
地
域
福

祉

の
つ
ど

い
」
が
３
年
ぶ
り

に
Ｈ
月
２３
日
午
後
１
時
か
ら

ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都

で
開
催
さ

れ
る
。
内
容
は
、
１
部
は
ア

テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
車
椅

い
す
バ
ス
ケ

ッ
ト
日
本
代
表

阪
根
泰
子
氏
に
よ
る
講
演
。

２
部
は
阪
根
氏

・
実
行
委
員

を
中
心
に
会
場
を
巻
き
込
ん

で
の
対
談
と
、
例
年
と
は
違

っ
た
内
容

で
楽
し
み
で
あ
る
。

尚
、
今
年
は
区
身
連

で
は

な
く
、
各
団
体
か
ら
の
申
し

込
み
に
な
る
の
で
各
区
の
会

長
か
ら
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
ら
多
数

の
参
加
を
お
願

い

い
た
し
ま
す
。
担
当
実
行
委
員

本
誌

が
３
６
０
号
、

４
０
０
号
ま
で
１０
年
。
先

人
が
続
け
て
き
た
本
誌
の

歴
史
を
絶
や
す
事
が
無
い

よ
う
に
、
会
員
全
員
が
健

康
に
留
意
し
、
事
業
が
あ

れ
ば
そ
の
記
事
を
事
業
が

な
け
れ
ば
俳
句

・
川
柳

・

小
説

・
エ
ッ
セ
イ
、
時
に

時
事
ネ
タ
や
記
事
に
対
す

る
意
見
や
対
抗
記
事
で
も

結
構
、
み
ん
な

の
手

で

４
０
０
号
を
目
指
し
て
発

行
を
続
け
た

い
も

の
で
あ

る
。
広
報
部

…｀
.ヽ

([|ク イズの答え C)住所

● 氏名 ● 電話番号
010月 号広報紙の意見・

感想 0必ず官製ハガキに
てお願い致します。

正解者には、抽選で

様に図書カー ド1000円

分をお送りします。

締切り12月 10日 (消印有効)

F601-8321南 区吉祥院西定成町35

洛南身障福祉会館内

肢体障害者協会クイズ係まで

◎前回の答えは、

1.第 26回 でした。

応募総数12通。当選者
は、賞品の発送をもつ

て発表にかえさせてい

ただきます。

コ
ロ
ナ
の
感
染
者

数
も
少
し
ず

つ
で
は

あ
る
が
減
少
傾
向
に

向
か
い
始
め
て
お
り
、

当

協

会

の
行

事

も

「
福
祉
研
修
会
」
も

何

と
か
開
催

で
き
、

１０
月
２
日
の

「体
幹
機
能
訓

練
」
、
Ｈ
月
６
日
の

「
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
イ
ス
ク
大
会
」
等

の
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
次

号
以
降
の
紙
面
が
楽
し
み
で

あ

る
。
し
か
し

一
方

で
は

「今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
。」
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

令和 4年 10月 1日 きょうと 身障の福祉

短

篇

集
前

田

美

智

子

4
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□に入る漢字は何 ?

初

晩□風
月
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